
平成 26年度 第１回学校協議会議事録 

 

日 時：平成 26年 7月 17日（木） 15:30～17:00     

場 所：大阪府立桜塚高等学校 応接室 

出席者（計 13名）：委員（中島、関、井原、山澤、梅本）（敬称略） 

大崎准校長、松島教頭、宮本事務部長、谷口主査、内田、土井、藤下、戎末 

 

協議内容 

1, 准校長挨拶              

2, 委員紹介 

3,  事務局員紹介 

4, 会長の選出  中島会長が選出される。 

5, 協議 

  ■「平成 26年度 学校経営計画及び学校評価」の説明と強調点（准校長） 

  ＜めざす学校像＞ 

・5つから 3つの重点項目に削減。生徒たちの進路先を充実 → 出口の充実、保障 

  ＜中期的目標＞ 

・モジュール授業・土曜講座よりも、コアな授業の充実を重視する。 

・退学後の進路の明確な生徒は、それも良しとする。 

・市や地域、学校協議会等の連携を強化する。 

 ＜本年度の取組内容及び自己評価＞ 

  ・今年度より削減されたキャリアコーディネーターの必要性。 

 ■「H27カリキュラム表」及び「H27使用教科書選定理由一覧表」の説明（教務部 内田） 

 ■「2013年度卒業生進路概略」の説明と進路指導部の課題（進路指導部 藤下） 

  ・アルバイトよりも正規雇用へと導く。 

  ・生徒が持つ課題を発見し、進路指導に活用すること。  中学校、企業との連携の必要性 

  ・進路先のミスマッチの防止。 

 ■本校の生活指導部の方針の説明（生徒指導部 土井） 

   ・授業妨害の指導徹底と、規範意識の強調。→ 校内の雰囲気を落ち着いたものに。 

  ■今年度の 1年生の概況（1年学年主任 宮林） 

   ・長期欠席の生徒は少なく、全体的に落ち着いてみえる一方で、隠れた課題が垣間見られる。 

  ■夜桜 TIMES、夜桜通信の紹介（教頭） 

  ▼その他▼ 

・ 生徒個々の配慮に、出身中学校、ウーパー、養護教諭からの情報収集が必要。（土井） 

・ 入学当初に比べ 4年生の団結力が凄い。生徒たちの秘めたパワーが発現している。（梅本） 

・ 第 2回学校協議会は、10月の文化祭と日程を合わせてはどうか。（准校長） 

6, 閉会の言葉  

以上 


